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安
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晋
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衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
「
い
わ
ば
そ
の
重
た
い
閣
議
決
定
を
し
た
の
は
初
め
て

で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
「
い
わ
ば
そ
の
重
た
い
閣
議
決
定
を
し
た
の
は
初

め
て
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
安
倍
首
相
の
「
慰
安
婦
」
問
題
へ
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
九

年
三
月
十
六
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
一
〇
号
。
以
下
「
平
成
十
九
年
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
閣
議
決
定
す
る
以
前
に
、

衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
君
提
出
「
慰
安
婦
」
問
題
の
教
科
書
掲
載
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
九
年
十
二
月

十
六
日
内
閣
衆
質
一
四
一
第
一
三
号
）
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

二
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
政
府
の
認
識
は
、
平
成
十
九
年
答
弁
書
一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
も
の
と
同

じ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
答
弁
書
一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て
は
、
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
「
強
制
性
」
の
定
義

に
関
連
し
た
質
問
に
対
し
て
、
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
初
め
て
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
は
当

た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。


